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下水道整備と河川の水質

下水道の整備は、快適な生活環境を提供するほか、良好な公共用水域の水質保全に寄与

している。表1は、育森地区における平成初期からこれまでの、普及率と河川の水質の経

年変化を示したものである。

【表1青森地区における普及率と河川の水質】
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※BODとはBiocbemiealOxygenDemand（生物化学的酸素要求量）の略称で，河川水や工場排水中の

汚染物質（有機物）が微生物によって無機化あるいはガス化されるときに必要とされる酸素量のことで，

この数値が大きくなれば，水質が汚濁していることを意味する。

※堤川の調査地点は甲田橋、沖館川の調査地点は沖館橋である。

【表2　処理区域内人口の推移】

表2のとおり、青森市西部を区域とする新田処理区の整備進捗に伴い、沖館川の水質は、

平成12年ころから環境基準を下回るようになった。また、八重田処理区の堤川の水質も基

準内で安定して低下している。


